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例言

はじめに

　本報告書は、2019（令和元）年に解体された都城市民会館についての調査報告書である。

　建築家・菊竹清訓（1928-2011）の設計により 1966（昭和 41）年に竣工した都城市民会館は、メタボ
リズム建築の傑作として世界的に著名な建築作品であり、また都城市の地域文化施設として都城市民に長く
愛されてきた建物であったが、新施設の建設に伴い 2007 年 3月に惜しまれながら閉館した。その後、南九
州大学に無償貸与されて活用が期待されたが諸般の事情から実用に至らず、2018 年には都城市へ返還が申
し入れられた。日本建築学会は事態の緊急性を考慮し、当時の会長のもとに特別委員会を立ち上げ、都城市
にこの建物の保存再生に向けた提案と助言を行ったが、期限内に再生を引き受ける事業者を見付けることが
できず、2019 年には解体が決定した。そして解体に先立ち、都城市は建物の貴重な歴史的価値を広く後世
に伝えることを目的に、日本建築学会にその調査と報告書の作成を委託し、建築学会はこれを受けて建築歴
史・意匠委員会に「都城市民会館調査記録WG」を設置し、調査を開始した。

　歴史的な建造物の記録保存では、建物の歴史的価値を見定め、その価値を伝えるために必要な調査を行
い、報告書に纏めることが求められる。具体的には、資料調査を行ってその建設経緯や竣工時の建物の特徴
を把握するとともに、現状調査を行って現在に至るまでにどこがどのように変化し、また当初の状態がどの
程度保存・継承されてきたかを記録することで、後世にその失われた建物の歴史的価値を伝えてゆく。近年
では、『日本近代建築総覧』（以下、『総覧』と略す）に掲載されるような昭和戦前までの歴史的建造物では、
こうした作法がようやく一般化してきたと思われる。しかし、都城市民会館のような戦後の近現代建築につ
いては、『総覧』に代わる歴史的建造物の基礎台帳がまだなく、建築史の研究対象としても日が浅いことか
ら、歴史的価値をどこに見るかの評価軸が定まっていない。そこで、今回の記録保存にあたっては、文化庁
が 2015 年にスタートした 1945 年以降に竣工した日本の近現代建築を対象とする全国調査「近現代建造物
緊急重点調査」で示された「7つの評価基準」（資料編に関連論文を収録）を参照し、特にその中の「革新性」、
「作家性」、「地域性」という 3つの観点を重視して調査を行った。

　都城市民会館は、近現代建築としての歴史的価値が十分に議論される前に取り壊されてしまったが、今回
の調査を通じて蒐集された多くの情報を報告書にまとめ、後世に伝えることで、日本の近現代建築の歴史的
価値に対する評価軸の一日も早い確立と、それを活かしたよりよい保存活用事例が出現することを期待して
いる。

日本建築学会　建築歴史・意匠委員会
都城市民会館調査記録WG

山﨑鯛介



旧《都城市民会館》調査報告書 令和 2年 12月
作成：日本建築学会都城市民会館調査記録WG

15

はじめに

Ⅰ 緒言

Ⅱ 調査概要

Ⅲ 調査結果

Ⅳ 市民会館の活
用実績と閉館後
の保存活用の検
討経緯

Ⅴ 資料編

Fig.0-17.2019 年解体前の旧都城市民会館の様子



16

はじめに

Ⅰ緒言

Ⅱ 調査概要

Ⅳ 市民会館の活
用実績と閉館後
の保存活用の検
討経緯

Ⅴ資料編

Ⅲ 調査結果

旧《都城市民会館》調査報告書 令和 2年 12月
作成：日本建築学会都城市民会館調査記録WG

Fig.1-1.1965 年竣工前の様子　所蔵 : 都城市


